
【収容可能人口の最大値の設定】

【既存データに基づく
　利用可能延床面積】

都心エリア①

都心エリア②

（まとめ）

○現況利用は、指定容積に対し都心エリア全体で４３％程度の利用率である。
○エリア①を南街区再開発程度、エリア②を住居系中心の利用を想定した場合、エリア全体で約７万
　人規模の収容が見込める。
○昼間人口規模で４．３万人、夜間人口規模で２．７万人の収容が可能である。
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（資料５）

（都心規模の想定資料）



【豊田市】

【姫路市】

【倉敷市】

【浜松市】

【静岡市】

【北九州市】

（都心居住人口について）
○豊田市の夜間人口は他都市並であり、都心居住傾向が比較的強い。
○逆に都心部が住居系利用され、商業・業務機能が弱いといえる。
（都心部商業・業務利用について）
○豊田市は、商業・業務規模が他都市と比較してかなり劣っている
　状況がうかがえる。
○豊田市都心部の従業者数は、他都市の1/2～1/4規模程度である。

【都市間データ比較】

（都心規模の都市間比較資料）


